
透析患者の定期検査漏れの
業務改善

○中川 渉（ナカガワ ワタル）垣谷 圭祐、田畑 美由樹、佐々木 卓也、
志村 邦康、田村 友香、森藤 百華 （TQM委員会）



業務改善テーマの背景

• 当院では月に1度透析前に定期レントゲン撮影を行って
いる。

• 撮影日は各月の第1～２週目に振り分けて撮影してい
る。
（外来透析患者が約400人程度いるため）
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業務改善テーマの背景（問題点）

• 定期レントゲンのオーダーが入ってる日に来ない患者が続出。

1.単に忘れていた。

2.検査に行くのが面倒くさい。

3.そもそも検査が会ったことを知らない。（認知含む）

• 技師がオーダー変更し予約票配布、声かけを行い対応。

• 外来患者数増加に伴う検査漏れの増加。（月に40件程度）
→比例して技師の業務負担も増加。

• 撮影時の患者の条件が変わってしまう。
（例→毎月、月曜・火曜に撮影→検査漏れで水曜、木曜に変更。）



実施した取り組み、改善策①

1.単に忘れていた。

2.検査に行くのが面倒くさい。

に対して…

• 声かけの徹底及び必要な患者には
予約票配布。

• 透析新聞を配布し、検査の重要性
を再認識してもらう。

（R2.9 14件、R2.10 15件）
検査漏れ数減少！
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技師が往復して声かけ



実施した取り組み、改善策②

• 今までは、体重を量る際に使う患者カード
に検査案内のシールを貼ることで対応。

• カードを使わない人もいるため、検査案内
シールの見落としがある。

• 忙しい時間帯はスタッフも見逃しやすい。

• アエル透析室の体重計前に検査リストを
張り紙。

• 大きく表記する事で見落としが少ない。

• トランスポートやスタッフも検査有無の
確認が容易に行える。



実施した取り組み、改善策②

• 検査及び治療をスムーズに行うための名前表記に関する同意を
求める文書及び利用目的、注意事項を記し体重計の前に張り
紙。

• 名前表記に関する苦情は現在なし。
→今後苦情が出た場合はその都度検討。
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取り組み結果、達成目標

• 検査リスト作成後、検査漏れは5件、7件と1桁台にまで減少。

• アエル透析室まで往復する機会も減り、技師の負担も軽減。



今後の展望

• 現在検査漏れは月に10件程度に抑えられているが、毎回同じ
患者が検査に来ない、またはわかっていて来ない患者もいるた
め、再度検査の重要性を理解して頂けるように声かけをしてい
きたい。

• また今回はレントゲンのみ対応したが、心電図やエコーの定期
検査も検査漏れがあるため、検査技師と協力し対応していきた
いと考える。



ご静聴ありがとうございました。
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